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創立60周年

こ
の
地
を
愛
し
て
！

こ 

つ
じ

よ
し 

こ

小
辻

　芳
子

（
民
生
委
員
・
児
童
委
員
・
生
の
松
原
団
地
自
治
会
長
）

　「お
世
話
に
な
り
ま
す
。」「
ま
た
来
て
下

さ
い
ね
！
」
と
の
感
謝
の
言
葉
を
頂
戴
し
、

励
ま
し
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
高
齢
者
の

家
庭
を
訪
問
し
て
廻
る
こ
と
10
年
。
す
こ

し
は
福
祉
の
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
が
出

来
た
の
か
な
あ
？
と
思
う
こ
の
ご
ろ
で
す
。

民
生
委
員
は
、
地
域
の
高
齢
者
の
安
否
を
確
認
す
る
こ
と
、
お
話
相

手
に
な
る
こ
と
、
ま
た
問
題
が
起
れ
ば
行
政
へ
の
橋
渡
し
を
す
る
こ

と
が
仕
事
で
す
。
も
う
一
つ
、
生
後
三
ヶ
月
位
の
赤
ち
ゃ
ん
を
訪
問

し
て
、
す
こ
や
か
に
育
っ
て
い
る
幼
児
を
見
守
る
こ
と
も
加
わ
り
ま

す
。　少

子
高
齢
化
は
確
実
に
こ
の
地
域
に
も
や
っ
て
来
て
、
住
人
の
四

割
以
上
は
六
十
五
才
以
上
の
高
齢
者
と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が

起
っ
て
来
ま
す
。

　こ
の
地
域
で
は
、
ふ
れ
合
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
老
人
会
・
ふ
れ
合

い
サ
ロ
ン
・
気
に
な
る
方
の
通
報
シ
ス
テ
ム
「
見
守
り
ダ
イ
ヤ
ル
」

等
の
活
動
を
通
し
て
安
心
し
て
住
め
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま

す
。　ま

た
、
西
陵
中
学
校
で
は
、
黙
掃
日
本
一
、
あ
い
さ
つ
日
本
一
を

目
指
し
て
い
て
、
生
徒
達
に
よ
る
近
隣
公
園
の
清
掃
と
、
さ
わ
や
か

な
挨
拶
が
飛
び
交
い
、
生
徒
さ
ん
の
努
力
で
住
人
を
良
い
気
分
に
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。

　こ
こ
生
の
松
原
は
、
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
て
、
気
候
温
暖
、
空
気

も
良
く
、
長
生
き
の
条
件
が
揃
っ
て
い
ま
す
。
経
験
豊
富
な
高
齢
者

は
、
そ
の
知
恵
を
次
の
世
代
へ
伝
え
て
い
く
努
力
も
必
要
で
す
。

栄
養
科
の
高
い
ト
マ
ト
。世
界
中
に
は
な
ん
と
８
、０
０
０
種
類
も
の
ト
マ
ト
が
あ
り

ま
す
。最
近
ス
ー
パ
ー
で
黄
色
や
黒
、紫
と
いっ
た
様
々
な
色
の
ト
マ
ト
を
見
か
け
ま
す
。

実
は
ト
マ
ト
は
赤
い
も
の
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。食
べて
健
康
、見
て
も
楽
し
め
る
ト

マ
ト
。是
非
い
つ
も
行
か
れ
る
ス
ー
パ
ー
で
色
々
な
ト
マ
ト
を
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

散 歩 道
トマト

2015年
創立1955年　医療法人  西福岡病院ご自由にお持ち帰り下さい。

一般病院認定

783

784785

786

西
福
岡
病
院
の
理
念

西
福
岡
病
院
の
理
念

地
域
の
人
々
に
信
頼
さ
れ
る

納
得
と
安
心
の
医
療
・
介
護
・

福
祉
の
提
供
を
目
指
し
ま
す
。

月号7



体
験
活
動
協
会
Ｆ
Ｅ
Ａ　
理
事
長

ま
る

く
ま

や
ま

谷　
正
之

　
国
史
跡
の
今
宿
古
墳
群
の
ひ
と
つ

で
、
こ
の
地
方
を
代
表
す
る
首
長
の
墓

と
思
わ
れ
る
丸
隈
山
古
墳
。
こ
こ
が
、

丸
隈
山
（
23
ｍ
）
だ
。

　
周
船
寺
駅
で
下
車
。
近
く
に
有
料
駐

車
場
も
あ
る
。
改
札
口
を
出
て
北
へ
。

終
始
平
坦
な
舗
装
道
路
を
歩
く
。
松
古

堂
印
刷
の
先
、
最
初
の
信
号
機
が
あ
る

交
点
①
を
右
折
し
東
進
す
る
。
周
船
寺

商
店
街
、
ク
ス
ノ
キ
の
大
木
が
あ
る
伊

覩
神
社
、
小
さ
な
金
剛
橋
、
踏
み
切
り

と
、
立
て
続
け
に
現
れ
る
。
遊
具
が
あ

る
周
船
寺
1
号
公
園
、
龍
松
禅
寺
を
過

ぎ
る
と
、「
史
蹟
丸
隈
山
古
墳
」
の
石

碑
が
立
つ
分
岐
①
に
着
く
。
2
〜
3
台

駐
車
可
。
石
段
を
1
〜
2
分
上
る
と
、

駅
か
ら
15
分
程
で
頂
上
に
到
着
す
る
。

　
山
頂
標
示
は
無
い
が
、
横
穴
式
石
室

と
、
そ
の
中
の
石
棺
が
目
印
に
な
る
。

側
に
あ
る
観
世
菩
薩
と
共
に
、
自
由
に

見
学
で
き
る
。平
坦
な
山
頂
広
場
で
は
、

毎
年
、
宇
田
川
原
豊
年
獅
子
舞
が
奉
納

さ
れ
る
。

　
分
岐
①
に
戻
り
右
へ
向
か
う
。
大
き

な
湯
溜
池
沿
い
を
進
み
、「
さ
い
と
ぴ

あ
西
」
標
識
が
あ
る
交
点
②
を
左
へ
。

右
手
に
イ
オ
ン
モ
ー
ル
福
岡
伊
都
を
見

な
が
ら
、幅
広
い
歩
道
を
歩
く
。J
R
高

架
の
手
前
の
分
岐
②
を
右
へ
進
む
と
、

頂
上
か
ら
お
よ
そ
15
分
で
九
大
学
研
都

市
駅
に
辿
り
着
く
。
南
に
目
を
向
け
れ

ば
鐘
撞
山
の
山
姿
が
一
望
で
き
る
。

超
低
山
散
歩

丸
隈
山 〈
福
岡
市
西
区
〉

３

ぶ
ら
り

ま
る
く
ま
や
ま
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せ
っ
か
ん

　
　
　
　
　
　

 

う　
だ  

が
わ
ら 

ほ
う
ね
ん  

し　
し 

ま
い

　
　
か
ね
つ
き
や
ま

特　集

い
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
自
分
自
身

を
見
直
し
て
そ
の
対
策
を
し
て
い
る
か
ど
う
か

で
、
転
倒
の
危
険
性
が
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ロ
コ
モ
の
方
や
疑
わ

し
い
方
は
そ
の
対
策
と
し
て
、
ロ
コ
ト
レ
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
い
ず
れ
の
方

法
も
足
腰
の
筋
力
強
化
や
バ
ラ
ン
ス
能
力
の
向

上
に
す
ぐ
れ
て
お
り
、
家
庭
で
も
簡
単
に
で
き

る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
ロ
コ

ト
レ
に
関
し
て
は〝
安
全
に
行
う
こ
と
〞が
重
要

で
す
。
少
し
で
も
自
信
の
な
い
方
は
必
ず
他
の

人
に
協
力
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
継

続
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
の
で
、
無
理
し
な
い

程
度
で
始
め
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
自
分
自
身
の
健
康
維
持
の
た
め
に
も
ロ
コ
チ

ェ
ッ
ク
と
ロ
コ
ト
レ
を
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。

　
先
月
号
は〝
介
護
の
原
因
〞〝
転
倒
チ
ェ
ッ
ク
〞

〝
体
操
〞〝
生
活
環
境
の
見
直
し
〞と
い
っ
た
内
容

が
中
心
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
月
は
少
し
内

容
を
変
え
て〝
パ
ー
ト
２
〞を
お
送
り
い
た
し
ま

す
。

　
転
ん
だ
経
験
は
み
な
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
年
齢
に
よ
っ
て
骨
折
し
や
す
い
場
所
が
違

う
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
し
た
か
？
た
と
え
ば
手

首
の
骨
折
は
高
齢
に
な
る
と
減
少
傾
向
で
、
脊

椎
や
大
腿
骨
の
骨
折
が
増
え
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
主
な
理
由
は
、
高
齢
に
な
っ
て
く
る
と

転
倒
し
た
と
き
に
手
が
出
し
に
く
く
な
る
か
ら

だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
転
倒
経
験
者

の
約
６
割
は
１
年
以
内
に
再
転
倒
す
る
と
い
わ

れ
て
お
り
、
再
転
倒
者
の
半
数
以
上
は
、
１
年

以
内
に
２
回
以
上
転
ん
で
い
る
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
た
か
が
転
倒
で
す
が
、
転
倒
を
繰
り
返
し
て

い
る
と
骨
折
な
ど
の
重
篤
な
状
態
を
招
き
、
そ

の
重
篤
な
状
態
は
介
護
が
必
要
と
な
る
確
率
が

高
く
な
り
ま
す
。

　
高
齢
に
な
る
と
骨
粗
鬆
症
が
進
行
し
ま
す
の

で
、
ち
ょ
っ
と
尻
も
ち
を
つ
い
た
だ
け
で
も
骨

折
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
健
康
的
な
生
活
を
少

し
で
も
長
く
送
る
た
め
に
、
い
か
に
転
倒
を
防

ぐ
か
が
と
て
も
大
切
に
な
り
ま
す
の
で
、
み
な

さ
ん
も
体
の
状
態
や
住
環
境
の
状
態
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
運
動
器
の
障
害
の
た
め
に
要
介
護
と
な
っ
た

り
、
要
介
護
の
危
険
性
が
高
い
方
が
ロ
コ
モ
テ

ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
ロ
コ
モ
）
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
体
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た

め
に
は
、
ロ
コ
モ
で
あ
る
の
か
ど
う
か
を
チ
ェ

ッ
ク
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
皆
さ
ん
、
靴
下
は
け
て
い
ま
す
か
？
つ
ま
ず

い
て
い
ま
せ
ん
か
？〝
７
つ
の
ロ
コ
チ
ェ
ッ
ク
〞

の
う
ち
一
つ
で
も
当
て
は
ま
れ
ば
ロ
コ
モ
が
心

配
さ
れ
ま
す
。
実
は
50
歳
過
ぎ
る
と
７
割
以
上

に
可
能
性
が
あ
り
、
45
歳
以
上
は
危
険
年
齢
と

も
言
わ
れ
て
お
り
、
ロ
コ
モ
は
幅
広
い
年
齢
層

に
及
ん
で
い
ま
す
。

　
つ
い
こ
の
前
ま
で
で
き
て
い
た
簡
単
な
動
作

が
難
し
く
な
っ
た
り
、
だ
ん
だ
ん
と
体
を
動
か

す
こ
と
が
き
つ
く
な
っ
た
り
と
年
齢
を
重
ね
る

に
つ
れ
て
体
の
変
化
が
現
わ
れ
る
の
は
し
か
な

転
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？
整
形
外
科
医
師

勝
野 

雷
二
郎

か
つ

の

じ

ら
い

ろ
う

転倒経験者の６割が１年以内にまた転ぶ

介護が必要になった理由

転倒・骨折
9.3％

783

784785

786

● 生きがい　7月号



丸隈山頂上の目印となる横穴式石室と石棺▶

範
　
　囲

歩
行
距
離

歩
行
時
間

一
口
メ
モ

　
　
　
　
　
福
岡
市
西
区
周
船
寺

　
　
　
　
　
２
・
０
㎞

　
　
　
　
　
30
分

　
　
　
　
　
歩
き
終
え
て
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
や
食
事
を
楽
し
む
こ
と
も
で
き
る
。

分岐①公園

分岐②

交点①

松古堂印刷

交点②

龍
松
禅
寺

（至）糸島
 ←

（至）福岡→

〈R
202
〉

〈西
九州
自動
車道
〉

〈JR
筑肥
線〉

「周
船寺
」駅

〈
周
船
寺
川
〉

卍
Ⓟ

Ⓟ

Ⓟ

伊覩神社 〈金剛橋〉

丸隈山
（23m）

イオン
湯溜池

「九大学研都市」駅

ロコトレ1　開眼片足立ち

支えが必要な人は、医師と相談して
机に手をついて行います

転倒しないように、
必ずつかまるものがある
場所で行いましょう。

床に着かない程度に
片足を上げます。

指をついただけ
でもできる人は、
机に指だけをつ
いて行います。

机に両手をついて
行います。

ロコトレ2　スクワット
足
は
踵
か
ら
30
度
く
ら
い
外
に
開
き
ま
す
。

開
い
た
足
の
第
２
趾
の
向
き
に
膝
を
曲
げ

ま
す
。
曲
げ
た
膝
頭
が
つ
ま
先
よ
り
前
に

出
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

安全のために椅子
やソファーの前で
行いましょう。

支えが必要な人は、医師と相談して
机に手をついて行います

机に手をついてのスクワット

スクワットができないときは、椅子に腰掛け、
机に手をついて、腰を浮かす動作を繰り返します。

783

784785

786
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今月の街の行事予定 健康講話

詳しくは公民館にご確認ください。

お問い合わせ先
医療法人 西福岡病院 総務課 ☎092-881-1331

外 来 診 察 表
診療科目 月 曜 日 火 曜 日 水 曜 日 木 曜 日 金 曜 日 土曜日

午  前 午  後 午  前 午  後 午  前 午  後 午  前 午  後 午  前 午  前午  後

内
　
　科

内　　　科

呼吸器内科

消化器内科
循環器内科
糖尿病内科
神 経 内 科

外　　　　科
整形外科・リハビリテーション科
泌尿器科
皮膚科
眼科

耳鼻咽喉科
婦人科

緩和ケア内科
腫瘍内科
禁煙外来

副島
原田

國武
安藤（文）／山田

下田
非常勤
中垣
勝野

福與
非常勤
非常勤

児玉
原田（15時まで）

國武

松尾

高比良

飯田
原田
髙野
國武

安藤（文）／山田
松尾
井野

非常勤
高比良

福與
非常勤
森園／非常勤
非常勤
川上

副島/飯田
原田（15時まで）
髙野
國武
宮本
松尾
若杉

非常勤

川上

國武（予約制）

原田
團

國武（1・3・5）
安藤（文）／宮本
松尾

非常勤
中垣
勝野

福與
非常勤
森園／非常勤

副島
原田（15時まで）
吉川
國武

下田

高比良

原田
髙野

安藤（文）／宮本
松尾
下田
非常勤
中垣
勝野

福與
非常勤（5休診）
森園／非常勤

川上

濱本
原田（15時まで）
髙野
團（結核）

松尾

非常勤

吉川
國武
安藤（文）
松尾

若杉／井野

非常勤
高比良

福與
非常勤
森園／非常勤

川上

副島
金子

國武
山田

若杉（15時～）

勝野

川上

飯田/交代

非常勤
非常勤
非常勤

森園（1・3）／非常勤
非常勤

※ご質問は各科担当医あるいは外来看護長、外来医長までおたずね下さい。
※変更の場合がありますので、外来直通☎092-881-1371もしくは病院代表☎092-881-1331までおたずね下さい。（一覧表もございます。）

平成27年6月24日現在

2015 JULY  平成27年7月1日発行「西福岡病院だより・生きがい」通巻第194号 禁無断転載  西福岡病院だより 生きがい 《7月号》

〒819-8555 福岡市西区生の松原3-18-8　☎ 092-881-1331・FAX 092-881-1333
（事業者個別番号）　　　　　　　　　　　　　　　　　　http://www.nishifukuhp.or.jp●発行／

医療法人
西福岡病院

高齢者教室
認知症の予防と運動

西 陵 公 民 館 ☎092-891-6342

◎場所　西陵公民館　講堂
◎講師　西区地域保健福祉課・健康運動指導士
◎対象　60歳以上の方
＊動きやすい服装で参加してください。

子育てミニミニひろば

住　所
講　師
会　費

西区 生の松原3-18-8
栄養科　管理栄養士　井上 真希
無料

と　き 平成27年７月25日（土）
午前10時より午前11時まで

場　所 医療法人西福岡病院  本館3階会議室
☎　092-881-1331

《 　　  日本人は、塩分を摂りすぎ 》今月の
テーマ ／
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日時  7月6日㈪ 13：30～15：00
「水あそび」

地域づくり講座
省エネ・節電 西陵校区カローリング大会

日時  7月30日㈭ 10：00～12：00
◎場所　西陵公民館　児童等集会室
◎対象　0～3歳児と保護者
◎指導　保育士 大歯美穂子さん
☆お茶・タオル・着替え等の
　準備をお忘れなく！

◎場所　西陵公民館　講堂
◎対象　校区住民
◎講師　パナソニック出前講座

日時  7月7日㈫
　　  10：00～11：30

日時  7月5日㈰ 9：00～12：00
◎場所　西陵小学校　体育館
◎指導　スポーツ推進委員 山本 政司さん
　　　　　　　　　　　　中村眞理子さん
◎主催　体育振興会

この治験に関心のある方は下記までお気軽にお問い合わせください。

当院では、市中肺炎の患者さんを対象とした治験に
ご参加いただける方を募集しています。

左記以外にも、治験参加にあたっ
てはいくつかの基準があります。
治験の参加基準に合わない場合
はご参加いただけないことがあり
ますのでその際はご了承ください。

この治験に参加いただける方
●16歳以上80歳未満の方
　※未成年の方は成人したご家族などの了承も必要です
●発症90日以内に入院歴や介護施設入所歴がない方

医療法人 西福岡病院　治験管理室  ☎092-881-1331（代表）お問い合せ先




